mラーニングの継続性に関する研究 by 谷井 宏尚
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨
 
大学院  情報システム学研究科  博士前期課程  情報システム運用学専攻
氏     名 谷井 宏尚 学籍番号  0652028 
論 文 題 目 mラーニングの継続性に関する研究 
 
 要  旨 
 
本研究の目的は、携帯電話を使っての学習において、学習者の自律性を重視し
た自律型学習支援システムのシステムモデルに対しての知見を得ることにある。
 
 
モバイルデバイスを使った学習として、モバイルラーニング（mラーニング）が
提供されている。本研究では、その中でも普及率が一番高い携帯電話を使ってのm
ラーニングに注目している。mラーニングはいつでも、どこでも学習ができる特性
を持っているが、先行調査より継続していない学習者が多いことが明らかになっ
ている。学習者は目的があるからこそ学習を行っており、その目的とは資格の取
得や、その分野での学力の向上だと考えられる。目的を果たすためには、その学
習において成果を得ることが必要であり、成果を上げるためには継続することが
必要であると考えた。 
 
 
mラーニングでの学習の継続には、その特性を考え、内発的動機づけが働いてい
ると考える。システム上での学習には、その学習を管理するLMSがある。Deciら
(2000)により、内発的動機づけには自己決定感と自己有能感が大切だということ
がわかっているが、統制的な制御を行うLMSは、内発的な動機を損なう可能性があ
る。学習者が継続して学習を行うためには、mラーニングの特性を考慮し、内発的
動機づけを促す自律型学習支援システム（Auto-genesis Learining Management 
System : ALMS）が必要であると考える。 
 
 
そこで、実際に稼働している語学学習のmラーニングコンテンツの学習ログデー
タとアンケート調査より、継続することで成果が上がることの実証、mラーニング
での学習行動の特性、内発的動機づけに関するアンケート調査を行い、mラーニン
グの継続性について考察を行う。 
 
 
結果として、語学学習のmラーニングコンテンツにおいて、継続すると成果が上
がる傾向にあること、学習行動がリーディングとリスニングに分かれること、ま
た学習の継続に内発的動機づけの影響が実証された。 
 
